
中学校 理科（第１分野） 学習指導案 

指導者 岸本 享子 

日  時 平成 29 年 10 月 14 日（土） 第 2 限 10：35～11：25  

場  所 第 1 化学教室 

学年・組 中学校 2 年 B 組 42 人（男子 21 人 女子 21 人） 

単  元 化学変化とイオン  

目  標 1. 化学変化についての観察，実験を通して，水溶液の電気伝導性や中和反応つ

いて理解する。 

2. 水溶液の電気伝導性や中和反応に関する事物・現象をイオンのモデルと関連

付けてみる見方や考え方を身に付ける。 

3. 化学変化についての観察，実験を通して基本的な実験操作を身に付ける。 

4. 日常生活や社会において，イオンと関連付けられる化学変化について科学的

に探究する。 

 

指導計画（全 15 時間） 

 第一次 水溶液とイオン      5 時間 

第二次 酸・アルカリと塩     7 時間（本時 7/7） 

第三次 電池のしくみ       3 時間 

 

授業について 

本学級の生徒は，１年生で「化学変化と原子・分子」ですべての物質は原子からなること

を，２年生の１学期には「電流とその利用」で原子が原子核と電子からなることを学習し，

２学期からイオンにかかわる化学変化を学んでいる。 

「アルカリ電解水」とは，水に少量の電解質（主に食塩）が存在した状態で電気分解した

とき，陰極にできる水溶液のことである。「水と食塩しか使っていないから安全・安心」と

言われることがあるが，掃除用に市販されているもののパッケージを見ると「pH 12.5」と書

いてあるものもあり，かなり強いアルカリ性である。「アルカリ電解水」は安価で汚れ落ち

もよいことから，家庭で使っている生徒もいると思われる。本学習は，身近に出回っている

「アルカリ電解水」を取り上げ，これまで学習した内容（電気分解，酸・アルカリと塩）の

深化をはかる。 

本時の課題は，「食塩水を電気分解してできる『アルカリ電解水』とはどのようなもの

か。理科の言葉で表してみよう。」とし，電子やイオンのようすを考えながら実験を行う

（内化・外化）→結果の考察を行う（内化）→班で食塩水に電流を通したときのようすを図

示する（外化）→他の班の考えを見て，個人でまとめる（内化）という流れで行う。 

 

題  目 「『アルカリ電解水』とはどのようなものか」 

 

本時の目標 

 1. 今まで学習したことをもとに，実験を適切に行う。 

2. 食塩水に電流を通したときの陽極および陰極での変化の様子を粒子モデルで表し，ア

ルカリ電解水が何であるかを推論する。 



 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 今まで学習したことをもとに，実験を適切な操作で行い，各極で発生した物質を同定

することができる。        （観察・実験の技能／ワークシートへの記述） 

2. 食塩水に電流を通したときの陽極および陰極での変化の様子を粒子モデルを使って図

示し，そのモデルと関連付けて「アルカリ電解水」を説明することができる。 

（科学的な思考・表現／ワークシートへの記述） 

 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

導入 

 

展開１ 

・実験方法の確認 

 

・実験の準備 

・実験 

 

展開２ 

・考察 

 

 

 

 

・課題 

（班） 

 

（全体） 

 

（個人） 

 

終結 

○課題を再度確認する 

○前時の学習内容を確認する。 

 

〇実験の手順を確認する。 

○適切に役割分担し，実験の準備をする。 

〇各班で食塩水の電気分解を行う。 

 

 

〇結果より，両極でできたものを明らか

にする。 

○油に食塩水を加えても混ざりあわない

が，電気分解後に陰極にできた水溶液（ア

ルカリ電解水）を加えると白濁すること

を確認する。 

○食塩水に電流を通したときのようす

を，前時プリントの図にならってホワイ

トボードにかく。 

○図を全体で共有する。 

 

○改めて，個人で図をワークシートにか

く。 

○「アルカリ電解水」とはどのようなもの

か，という課題に対して，各自で言葉でま

とめる。 

○演示実験で，油に水酸化ナトリウム水

溶液を加えると白濁することを見る。 

 

 

 

〇うすい塩酸の電気分解と

同じ方法で良いと気づか

せる。 

○電子の流れやイオンの動

きを意識させる。 

〇陰極で発生した気体は水

素であり，電極の周りの水

溶液はアルカリ性を示す。

陽極で発生した気体は塩

素であるということがわ

かる。【観察・実験の技能】 

〇陰極で水分子が電子を受

け取り，水素分子と水酸化

物イオンができたことが

かけている。陽極で塩化物

イオンが電子を放出し，塩

素になることがかけてい

る。【科学的な思考・表現】 

〇水に水酸化ナトリウム（およ

び少量の塩化ナトリウム）が

溶けた水溶液とみなせる。

【科学的な思考・表現】 

備考 教科書：「未来へひろがるサイエンス３（啓林館）」 

   副教材：「カラーブック理科資料広島県版（東京法令出版）」 

   準備物：食塩水，なたね油，食紅で着色した水，簡易 pH メーター，電気分解装置（ゴ

ム栓，導線，ろうとを含む），50 mL ビーカー，300 mL ビーカー，2 mL ピペ

ット(3)，シャーレ，マッチ，プラスチックのバット，安全めがね 
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